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2マイハート

小さいときから音楽はずっと好きでしたが，中
学時代は運動部に入っており，思ったように音楽
ができませんでした。ですから，高校では音楽を
やろうと決めていました。入学した高校に，偶然，
クラシックギターのアンサンブル（合奏）をする部
活動があり，楽しそうな雰囲気にひかれて入部し
ました。そこでクラシックギターのとりこになり，
大学でも続け，今につながっています。
プロを目指すことを決めたのは，ギターが好き
で，人を楽しませたり，幸せにしたりすることに
かかわりたいと思ったからです。私は，音楽を世界
共通の言語で優れたコミュニケーション手段であ
り，平和や心の豊かさの象徴の 1つだと思ってい
ます。音楽家としてそれを普及させていくという
ことは，とても意義のあることだと感じています。
現在の活動の大きな軸は，レッスンと演奏活動
です。
レッスンの際は，その人が目指しているものを
大事にすることを意識しています。少し厳しめに
言う程度で叱ることはほとんどありません。きち
んと心を込めて伝えれば，相手に伝わると信じて
いるからです。そして，問題があったときには解
決策をいっしょに考えます。
演奏活動では，ソロ以外にも「クアトロ・パロ
ス」というクラシックギターのみのカルテット（ 4
人組のユニット）での活動もしています。常にプ
ロとして，お客様に楽しかった，感動した，と満
足していただくとともに，ギターの魅力を伝えら
れるような演奏を心がけています。
活動の中では壁にぶつかることもあります。「難
しいフレーズがある」というような技術的な問題
は，なぜ難しく感じるのか，運

うん

指
し

がおかしくない
かなど，原因を探して解決します。カルテットの
メンバーと意見がぶつかったときにも，根本的な
原因を追究し，相手のこだわりを理解するよう努
めます。どんな問題にも必ず理由があるはずなの

で，それを根本から解決することがいちばん大事
だと思っています。
ソロの活動には，自分の思うとおりに世界を作
り出せるおもしろさがあります。しかし， 2人以
上で行うアンサンブルにも全く違う魅力がありま
す。それは， 1人だと「 1」でしかないものが，
他の人たちがいることでさまざまな要素がかけ合
わされ，「 1＋ 1＋ 1＋……」といった単なる足
し算ではなく，それ以上のものになるところです。
アンサンブルでは息を合わせること，「調和」
が大切です。そして，そのためにはみんなの気持
ちを一致させることが必要です。実際に弾いてみ
たり，言葉で意見交換したりして，演奏する曲の
イメージを共有します。そうすると，自然とテン
ポなどもそろってきます。
しかし，カルテットでは， 4人の異なる方向性
を調和のために無理やりそろえることはしていま
せん。優しい音が出せる，攻撃的な音が出せる，
といったそれぞれの個性を大切にして，それを武
器にしています。違うことをよしとするバランス
のとり方もあるのです。
人間関係も音楽活動と似て，個々の特性を認め
合い，お互いに納得した上で，調和するにはどう
すればよいか考えることが大切です。いろいろな
人とコミュニケーションをとり，最初は相いれな
かったとしても，拒絶するのではなくて，見方を
変えたり，いろいろな方法を試したりすると，よ
いバランスのとり方が見つかると思います。
「違うことはよいこと」だと思います。自分と
違うことを否定するのではなくて，「みんな違う
こと」のよさを大切にしたいです。（談）
はぎのや・ひでなり　クラシックギターを小林 徹に師事。ギ
ターソロの他，デュオや，カルテット「クアトロ・パロス」，
他楽器とのアンサンブルなどで広く演奏活動を行い，多くの作
曲家の新作初演も手がける。一般財団法人ヤマハ音楽振興会認
定講師，公益社団法人日本ギター連盟正会員，日本ギター合奏
連盟常任理事，ギター重奏コンクール審査員。
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加藤：今回は，「特別活動（以下特活）」「キャリ
ア教育」との関連・連携を考えるということで，
藤田先生，岡田先生，髙橋先生にお越しいただき
ました。藤田先生には専門家の立場から，岡田先
生と髙橋先生には実践者としての立場から，お話
を伺っていきたいと思います。
■問題解決的な学習とは？
加藤：道徳の教科化にあたり，いくつかのキーワ
ードが出ていますので，それらをもとに考えてい
きたいと思っています。まず，「問題解決的な学習」
がクローズアップされていますが，特活の中での
問題解決的な学習というのはあるのですか。
藤田：子どもたちは，自主的，実践的な活動を通
して学級や学校生活をつくっていく際に，その経
験の中で矛盾や解決すべき課題に出会います。そ
れらを議題として取り上げ，話し合い活動をする
というのが，基本的な学級活動の形です。そうな
ると，問題解決的な学習や活動というのが，特活
の中核的な役割，機能であると見てもよいくらい
の重要性をもっていると思っています。
加藤：なるほど。道徳教育ではどうですか。
髙橋：問題意識をもっていないと，どう考えてよ
いのかが生まれてきません。授業においても，子
どもたちがどのような問題意識をもって考えてい
るかということがポイントになります。そういう
意味では，問題解決というのは有効な方法だと思
います。
岡田：道徳教育における問題解決というのは，子
どもたちが普段見過ごしがちなことを，教師から
の投げかけによって揺さぶり，興味関心を引き出
すという意味があると考えています。道徳の授業
の中で，「ここをもっと考えてみたい」という問
題意識を子どもがもった時に，そこがスタートと
なり，具体的な実践の場としての特活へとつなが
るのではないでしょうか。道徳教育は教育の中で

中核的な役割を担うものですが，そう考えると，
問題解決的な学習というのは，道徳の時間に一つ
のきっかけを貰った子どもたちが，その先に学び
を広げていくものであると思います。
加藤：特活と道徳教育は有機的・機能的に融合で
きるし，それが必要だということですね。道徳や
特活，他教科・領域など，すべてが包括されてく
るというようなイメージでしょうか。
藤田：道徳教育は，すべての教育活動を通して行
うものですよね。キャリア教育も同じですが，「通
して」行うとミックスされ，究極的には峻別する
ことが困難にさえなります。たとえば，「学級を
つくる」「規則正しい生活をする」などは，道徳
でもあり特活でもある。目指す方向性は同じです
から，非常に密接な関連性をもっていると理解し
てよい気がしますね。
加藤：子どもを育てるという目標においては，こ
れは道徳，これは特活という線引きはもちろんな
く，教育活動全体の混然一体としたものの中で，
子どもたちが生きた学びをしていければいいです
よね。では，週１時間の道徳の時間はどうあるべ
きなのか。極端な話をすれば，混然一体となって
道徳的観点も深めていけるなら，道徳の時間は不
要ということにもなりませんか。
岡田：子どもたちが「きっかけをつくる時間」「考
える場」として，道徳の時間は必要だと思います。
やはり，場がないと子どもは考えることが難しい。
ただ，藤田先生のお話を伺っていて，計画的に，
行事や教科・領域の関係などを把握した上で，今
ここでこの授業，この観点で学びを深めていきた
いという教師の目的意識が非常に大事だと思いま
した。
髙橋：たとえば，道徳で６年生の「愛校心」を扱
った時に，その行事を受け継ぐということそのも
のにスポットを当てるのか，受け継がれてきた思

道徳と他教科・領域の関連・連携を考える③
　～特別活動・キャリア教育との連携～

藤田 晃之筑波大学・教授（特別活動・キャリア教育）

岡田 千穂群馬大学教育学部附属小学校（道徳）

（聞き手）筑波大学附属小学校（道徳） 加藤 宣行
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いや願いにスポットを当てるかといった，それぞ
れの教科・領域のねらいがあると思います。混然
一体とはしていますが，特活や道徳の特性に応じ
て，子どもに投げかけていくべきことなのかなと
思います。
岡田：よくわかります。たとえば，遠足があるか
ら「思いやり・親切」，「信頼・友情」の授業を行
うなど，生徒指導的に道徳の時間を使う先生もい
らっしゃるかと思いますが，それはちょっと賛成
しかねるんです。連携させることは非常に大事だ
と思いますが，それはその実践の場を保証すると
いう意味の連携です。子どもたちが「こうしたい」
と思った時に，それを実現する場。そのような場
として，特活があり，学校行事があるという位置
づけで考えていけるとよいと思います。
加藤：遠足などの活動をうまく生かすために道徳
で指導をするのではなく，意図的・計画的に，ね
らいとする価値に向かう気づきを得られるような
体験の場を組むということですか。
岡田：道徳の時間に問題意識をもち，子どもたち
が「こうしたい」と思う。でもそれはもしかした
ら机上の空論かもしれない。それを普段の生活や，
学級活動などを通して実践してみる。道徳も，他
教科・領域と同じように実際にやってみることで
学びが深まることは多いと考えています。
藤田：実際の生活の場は，様々な背景や条件が折
り重なっていますから，その中でいきなりものご
とを考えるのはすごく大変です。道徳の読み物資
料は，子どもたちに考えさせたいポイントを抽出
し，考えやすいような状況を設定して書かれてい
るので，それを使いながら，気づかずにいた問題，
見過ごしていた問題に出会わせていく。それは，
道徳の時間との往還がないとできないのではない
かと思うのです。気づかなかった問題，見過ごし
ていた問題を「道徳性」というキーワードの中で
気づいていき，その上で学級でのリアルな問題を
考えてみようとなっていくのではないでしょうか。
■体験的学習の意味
加藤：では，道徳の授業の中に体験をとり入れる
というのはいかがでしょうか。面白い新聞記事が
あったので持ってきました。読みますね。「○○
の学習で，高齢者の感覚を疑似体験した。（略）
疑似体験を通して，高齢者への配慮や思いやりが
大事であると考えるようになった。高齢者の大変

さを理解し，社会全体で支えていくことが大切だ
と思う」。「思いやりが大事」というのは道徳教育，
「社会全体で支えていく」というのは，キャリア
教育だったり，特活だったりしますよね。ではこ
の疑似体験は何の授業なのか。これを道徳の時間
にやったほうがよいのか。どう考えますか。
藤田：私は道徳の時間に行うのはもったいない気
がします。道徳で学んだことが，特活や総合的な
学習の時間，他教科に生かせると同時に，そこで
学んだことや体験を，今度は道徳で振り返ること
によって，気づかずにいた価値や道徳性に改めて
気づいていくわけだから，今の例などは別のとこ
ろで学習して，それを振り返ればいいと思います。
髙橋：体験を通して，なぜそれに価値があるのか
ということを深く考えたり，共有したりするとい
う場が道徳だと思うんですよね。体験して「ああ
よかった，これからこうしよう」というのは，よ
くわかる。なぜそれが価値のあることで，なぜ自
分がそう思い，なぜ仲間とそれを共有できるのか
といったことを自分の中で考えて整理し，次に発
展させるための場が道徳の時間。そのために道徳
の時間というのは必要なのだと思います。ですか
ら，体験は別の機会に。
岡田：体験をすること自体はとても価値があると
思っていますが，それを学びとして醸成するには
時間がかかる。体験するだけで終わってしまうな
ら，道徳の時間は，日常を振り返り，見通しをも
つ，思いを膨らます，意欲をもつ時間として位置
づけるほうがいいかなと思います。
加藤：この「○○」の学習は家庭科なんです。よ
く特活でも疑似体験が行われますよね。生の体験
というのはとても大事で力がある。それを教育に
生かせるようにするのが本来なのでしょうが，個
別的だったり，偶発的だったりする。それをいか
に，学びの土俵に乗せるか。特活では，どのよう
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な体験が意図的に組まれているのですか。
藤田：生活づくりとか学級づくりになります。結
局，特活で行うのは人間関係形成。子どもに自主
的に活動させることが中心なので，価値観やもの
の見方に深く切り込んでいくという時間的な枠が
少ない。そういう意味で，道徳的に見ると特活の
限界性というのはあるかなという感じはします。
■読み物資料の「力」
加藤：特活の限界について，もう少し詳しく教え
てください。
藤田：自主的，実践的な活動，簡単にいうと，話
したり動いたりすることが特活の中核です。行事
や児童会といった子どもたちの生活の中から気づ
きを導き出したい。でも，深いきっかけづくりが
なかなかできない時があります。特活で道徳性を
深めようとすると，どうしても先生が引っ張って
いく必要がでてきます。でもそれはやはり，特活
ではなく，道徳の時間にやるべきことだと思うん
です。その時に，状況を限定して問題を深く考え
られるような道徳の読み物資料を提示することで，
自分たちの生活の中では気づかなかった問題が鮮
明化してくる。だから，私は読み物資料というの
はすごく力があると思うんですよ。
加藤：押谷由夫先生（昭和女子大学大学院教授）は，
「総合単元的道徳学習」として，「道徳の時間だけ
では限界があり，各教科・領域と関連づけて学び
を深めていくことで，より効果のある道徳教育を
行うことができる」とおっしゃっていたのですが，
関連するものを寄せ集めて年間指導計画を立てる
のではなく，本当にそれが生きたものになるよう
にしないといけないということだと思います。キ
ャリア教育とも関連は深いと思うのですが。
藤田：その人のもっている道徳的な価値観がその
人の行動を規定するので，道徳教育を抜いたキャ
リア教育を行ってしまうと，即物的，自己中心的
になりかねません。キャリアの一側面である経済
的な論理と，人間としての在り方や行動規範とい
うのを考えていくと，道徳教育というものがキャ
リア教育の基盤として位置づきます。小学校での
キャリア教育は，職業や生き方の選択の基盤とな
る力を身につけること，それこそ，努力や正直，
礼儀の大切さということを身につけさせるのが重
要なんです。これは，道徳教育の内容項目とほと
んど一緒なので，「通して」行う場合の道徳教育

とキャリア教育は，特に小学校では峻別しにくい。
違う部分を挙げるならば，その努力や正直という
ことは大人になっても大切だという気づきを意図
的に与えていくというところだと思います。なの
で，「通して」行う方はほとんど重なってきますが，
意図をもって「とり出して」行うキャリア教育と
いうのは少し違ってきます。
加藤：「とり出して」行うというのは？
藤田：子どもたちの将来を見据えて，先生方が意
識して行うキャリア教育のことです。キャリア教
育は特設時間がないので，どこかの場を借りて行
うことになりますが，「そこでの学びが自らの将来
にも生きる」ということに気づかせる実践ですね。
■キャリア教育は生き方教育
加藤：キ

＊

ャリア教育を通して子どもを育てるとい
う時に欠かせない視点として，地域や家庭などと
の連携の必要性が書かれていますが，それに関し
ては，最初からそのようなお考えだったのですか。
藤田：キャリア教育には自分たちが大人になった
時のロールモデルが絶対に必要で，それは地域に
求めるのが一番自然なんです。地域の方々が一生
懸命に生きている様に実際に触れると，そこで子
どもたちの将来像がより具体的になってきますし，
道徳的な価値への再認識が深まってきます。
岡田：道徳の読み物資料も，生き方のロールモデ
ルという位置づけですよね。
加藤：道徳でも，地域の方々や資料の中の人物が
ロールモデルになり，その人たちを通して学びを
深めていきます。そういう観点は，キャリア教育
や特活にもあるのですか。
藤田：あります。特に学校行事はそういう要素が
強いですし，キャリア教育も同様です。道徳教育
でも，地域に学んだり，偉人に学んだりする時に，
潜在的にはキャリア教育的な要素があって，それ
を意識して行うことによってそれが顕在化する。
あなたは，今読んだ，今出会ったこの人の生き方
についてどう思うか，それをどう生かしていきた
いのかという問いを顕在化させる。でも，その問
いがないまま道徳教育が終わっている場合がある
かもしれない。そこをもっと顕在的にすることが，
道徳教育や道徳の時間を通したキャリア教育にな
るのかなという気がします。
髙橋：キャリア教育は，仕事教育ではないんです
ね。人の生き方のことなんですね。
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＊『キャリア教育の底力』仙台市立寺岡小学校（著）／藤田晃之（監修）
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藤田：仕事教育の部分もなくはないですが，小学
校ではその割合は非常に少なくて，むしろ，生き
様とか生き方とかですよね。
髙橋：そうなると，仕事だけではなく，地域で何
か役割を担っている人，たとえば，仕事をリタイ
アされた方が地域で活動されていることに触れる
ことも，キャリア教育になりますか。
藤田：そうですね。ちょっと話がそれますが，学
校行事などで地域の伝統芸能を学んだりすること
がありますよね。その時に，太鼓やお囃子を練習
して，運動会などで披露し，拍手喝采されて終わ
りという実践が結構あるんですね。できるように
なるまでには，教えに来てくれた地域の方々がい
るわけで，その人たちの思いや，その太鼓やお囃
子が地域で果たしてきた役割などにまで気づかせ
ないと，すごくもったいないと思うんです。
加藤：私も，道徳の授業でゲストを呼んで話をし
ていただくことがありますが，それだけで終わっ
てしまうのは失礼だと思うのです。むしろそのあ
とが大事で，今日，学んだものは何かをきちんと
話し合い，伝え合う。そこが道徳の授業に必要な
キモだと思います。
■「議論する」方向性
加藤：「議論する」というキーワードがあるので
すが，話し合いは特活の得意分野ですよね。
藤田：自分たちの生活そのものをつくっていくた
めの話し合いが特活の話し合いです。表面化して
いる問題，克服しなくてはいけない課題，やり遂
げなくてはいけないタスクとか，そういう目の前
にある課題だけではなくて，それをぐっと広げる，
視野を広げるようなところの話し合い，というの
が必要なのだろうなと思います。
加藤：となると，道徳の議論はどこに向かうべき
なのかが大事かと思うのですが，いかがですか。
髙橋：道徳では，「僕はこう思う」「私はこう思う」
という話し合いの中で，人間的なよさを相手に見
出し，自分も相手に認められるという中で，より
よく生きるという方向へ練られていくということ
が大切。バーサスで相手の上をいくというディベ
ート的なものではなく，相手と自分とで何かを見
出し，それがよい方向，よい生き方へ向かう話し
合いであるべきだろうと思います。
■関連・連携のために大切なこと
加藤：本日は，道徳と特活を，いかに関連・連携

させていくか，その方向を見据えて話してもらい
ました。最後に一言ずつ，話し合いを受けて感じ
られたことをお話しいただきたいと思います。
岡田：「総合単元的」と考えると，何を中心とし
て考えるか，視点をどこにおくかということが変
わるだけで，やはり人間教育というのは，変わら
ないのだなというのを深く感じました。
髙橋：現場で若い先生方を見ると，関連・連携を
考えた時に，なかなか俯瞰することが難しかった
り，どの方向から見て，どのように考えて進めて
いくのかということに気づきにくかったりする実
態があります。そこはひと工夫もふた工夫もして
いかなければいけないなと感じました。
藤田：道徳教育の特徴と限界，特活の特徴と限界，
お互いに補完していかなければいけないことは当
然の理としてあって，総合単元的な道徳というの
は避けられないことだと思います。そうなった時
に，小学校の先生方には強みと弱みの両方が出て
しまう。多くの小学校では，１人の先生が多くの
教科や領域を指導するため，もともと総合単元的
な視野が備わっているわけで，それは強みです。
一方で，それぞれのねらいや特徴を意識しないま
ま混然と一体化してしまうと，それぞれ光り輝く
価値があるにも関わらず，道徳の価値も総合の価
値も特活の価値も，なんだかよくわからなくなっ
てしまう危険性が同時にあります。ですから，小
学校の先生方がそれぞれの教科や領域のねらいや
特徴などをしっかりと認識なさって，その上で総
合的な視野でみていただくということがますます
重要になるのかなと感じました。
加藤：おかげさまで，私なりに考えていたことが
整理できた気がしています。道徳の教科化にあた
ってのさまざまなキーワードについてきちんと捉
え直して，しっかりと意味のある道徳教育につい
て，発信をしていきたいと改めて思いました。
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▲髙橋先生 ▲加藤先生
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はじめに

道徳の授業に関する実践的研究は，道徳が教育
課程に位置付けられた昭和33年から今日まで，57
年間積み重ねられてきたのであるが，どのような
成果を挙げることができたのであろうか。
論語に「温故知新」という句があるが，過去の
研究実績を明らかにすれば，新しい道徳の授業の
あり方がみえてくるはずである。
道徳の副読本『ゆたかな心─新しい道徳』（光
文書院）の「教師用指導書」に示されている展開
例を，「どのような導入が行われているか」「どの
ような展開が行われているか」「どのような終末
が行われているか」「どのような発展的活動が想
定されているか」という観点から分析して，その

類を明らかにしてみよう。
そうすれば，その成果や問題点が明らかになり，
教科化される道徳の授業の改善に寄与できるはず
である。
この研究は，１年32事例２年34事例，低学年の
合計66事例，３年35事例４年35事例，中学年の合
計70事例，５年35事例６年35事例，高学年の合計
70事例を分析して，その類を明らかにし，考察し
たものである。
具体的な事例は，分かりやすくするために修正
加筆したものがある。また，具体的事例は，上段
から低・中・高の順で記述しているが，具体例の
ない学年もある。

Ⅰ．導入について

（１）導入の類と具体的な事例

子道 112_ 標準 _0_1_ 本文 _ト 007_K_151

道徳の教科化の趣旨を生かした
導入・展開・終末・

導入の類 具体的な事例

ａ経験を想起させたり，道徳的内容に関するキ
ーワードを話し合わせたりして，興味・関心
をもたせる導入

・わがままをいったことはありませんか。
・挨拶にはどのような挨拶がありますか。
・きまりについて，あなたはどう思いますか。
・礼儀正しくできなくて恥ずかしいと思ったことは
ありませんか。
・みなさんはどのような生活目標を立てていますか。
・忠告とは，どんなことだと思いますか。
・友達と意見が食い違ったことはありませんか。

ｂ経験を想起させたり，道徳的内容に関するキ
ーワードを話し合わせたりして，問題意識を
もたせて教材につないでいく導入

・弱虫といわれたことはありませんか。つぎの話に
でてくる人は弱虫かどうかについて考えましょう。
・だれかにお世話になったことはありませんか。つ
ぎの話にでてくる人は，どんな気持ちでお世話を
しているかについて考えましょう。
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淑徳大学名誉教授 新宮 弘識

発展の類に関する研究①

・もっと友達がほしいとは思いませんか。友達をつ
くるには，何が大切かについて，つぎの話を読ん
で考えましょう。
・自分が立てた目標を実現する秘訣は，何だと思い
ますか。もっとよい秘訣があるかについて，つぎ
の話を読んで考えましょう。
・勇気とはどんなことだと思いますか。つぎの話を
読んでくわしく考えましょう。
・友情とはどんな心でどうすることだと思いますか。
自分の考えと比べながらつぎの話を読みましょう。

ｃ経験想起をカットし，教師が直接問いを示し
て，教材の読みに入る導入

・つぎの話を読んで，友達をたくさんつくる秘訣に
ついて考えましょう。
・つぎの話は，魚の命が危ない話です。だれかが
どんなことを考えて助けるかな。考えながら読み
ましょう。
・学びと遊びとの違いについて，つぎの話を読んで
考えましょう。
・挨拶は何のためにするかについて，つぎの話を読
んで考えましょう。
・つぎの話の電話のかけ方は，みなさんと違うとこ
ろがあります。何が違うかを考えて読みましょう。
・誠実について，つぎの話を読んで考えましょう。

ｄ経験想起をカットし，最初に教材を読ませて，
話し合いたい問題を意識させる導入

・つぎの話を読んで，話し合いたい問題をつくりま
しょう。
・つぎの話を読んで，どのようなことをみんなで考
えたいと思うかをみつけましょう。

ｅ教材に出てくる代表的な人物や事物を示して
興味・関心をもたせる導入

・みなさんは，きつねを知っていますね。つぎの話
はきつねがでてくる話です。
・これは救急車の写真です。つぎの話は，救急車の
話です。読んでみましょう。

ｆその他
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３．問題を意識させる導入について─その２
①　問題を意識させる導入の第二の方法として

調査結果の「ｃ経験想起をカットし，教師
が直接問いを示して，教材の読みに入る導
入」が考えられる。

②　この導入は，的確な問題を示すことができ
るだけでなく，短時間にすませることがで
き，その分，展開に時間をとることができ
るという特長がある。しかし，教師が問い
を示すわけであるから，慣れるまでのはじ
めの段階における子どもは，このような導
入に対し受け身であるという問題点もある。

③　このことは，与えられた「問い」を話し合
っていくうちに，しだいに子どもの自身の
「問い」になっていく。それを考えれば，
大きな問題ではなかろう。

④　この方法は，中学年・高学年はもとより，
低学年において，おおいに活用できるよう
に思われる。

４．問題を意識させる導入について─その３
①　問題を意識させる導入の第三の方法として

調査結果の「ｄ経験想起をカットし，最初
に教材を読ませて，話し合いたい問題を意
識させる導入」が考えられる。

②　この導入は，低学年には不向きであるが，
中学年以上は効果的であろう。最初は，う
まくいかないだろうが，回を重ねるごとに
適切な問題を導出できるようになる。

③　ここで大切なことは，子どもが考えたいと
思う問題が，必ずしも道徳的な問題ではな
いことである。ここに，教師の指導力が問
われるが，事前に子どもが導出しそうな問
題を予測して，道徳的観点から検討してお
くことが大切である。

５．人物や事物を示して興味・関心をもたせる導
入について
①　調査結果の「ｅ教材にでてくる代表的な人

物や事物を示して興味・関心をもたせる導
入」がこれに相当する。

②　この導入の活用度は，低学年・中学年・高
学年ともに10％程度であるが，提示された
人物や事物に対する興味・関心だけで，道
徳的内容に関する意識がどれほど喚起され
るかという問題がある。

次号特集「展開編」に続く。
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（２）導入に関する考察
１．経験の想起による導入について
①　調査結果の「ａ経験を想起させたり，道徳

的内容に関するキーワードを話し合わせた
りして，興味・関心をもたせる導入」がこ
れに相当する。この類の導入は，低学年・
中学年・高学年ともに活用度は高い。

②　ところでこの導入は，導入に時間を費やし
たくないから簡単にすませようとして，子
どもが，「このことをぜひ考えたい」とす
る学習意欲を高めることができず，想起さ
れた経験がつぎの展開前段にどのようにつ
ながっていくかが明確ではないものが多い
ように思われる。中には，形式的な経験想
起に止まるものも多い。

③　学習活動を子どもの側から考えた場合，あ
る活動が終わればその活動が，必然的につ
ぎの活動を生んでいくというように，活動
に連続性がなければならない。学習には子
どもの側からみた学習のストーリーがなけ
ればならないのである。

④　この点からこの導入を考えた場合，教科化
の改正趣旨の一つである，「子どもが主体
的な学習をはじめる出発点」ともいうべき
導入になり得るかという疑問が生まれる。

２．問題を意識させる導入について─その１
①　主体的かつ積極的な学習を期するには，子

どもが問題意識をもって学習に参加するこ
とが大切である。子どもに問題意識を抱か
せる第一の方法として，調査結果の「ｂ経
験を想起させたり，道徳的内容に関するキ
ーワードを話し合わせたりして，問題意識
をもたせて教材につないでいく導入」が考
えられる。

②　調査結果によれば，この導入の活用度は，
「ａ経験を想起させたり，道徳的内容に関
するキーワードを話し合わせたりして，興
味・関心をもたせる導入」と比べると低い。
もっと重視すべきであろう。

③　ただし，この活動は，経験の想起から問題
の意識化まで，相当の時間を要するという
問題点があるとともに，教師の相当の指導
力が問われる。
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導入では，まず「友だちと仲よくするためには
どんなことが大切かな？」と聞いた。子どもは，
優しさや思いやり，うそをつかないことなど，現
時点での考えを述べた。そこで，「確かにどれも
大切だね。じゃあ，みんなはどうだろうね？」と
問うた。そして，「今日は，自分の心を見つめよ
う」と投げかけ，教材を読み始めた。
授業後には，「本当の友だちは一緒に仲間外れに
することじゃない」や「友だちの言うことと違う
ことをするのは勇気がいるけど，ぼくは誘いたい」
と，判断力や実践意欲に関わる考えが見られた。

「思いきって言ったらどうなるの？」　板書

②前時の学びを本時の導入に生かす単元学習
〜３年「絵葉書と切手」「ないた赤おに」を例に〜

「思いきって言ったらどうなるの？」で学んだ
友情観について，さらに深め，広げていくために，
「絵葉書と切手」や「ないた赤おに」といった同
じ内容項目の教材を用いて，「友だちについて考
えよう」という単元学習に取り組んだ。
「絵葉書と切手」は，主人公のひろ子のもとに
転校していった正子から絵葉書が届いたが，定形
外で追加の料金がかかった。そのことを伝えるか
伝えないかと思い悩む中，「あの正子なら，私の
気持ちを分かってくれる」と決心し，返事を書き
始めるといったものである。信頼し合い思い合う
ことの素敵さを考えさせる教材である。
導入では，「前の授業では『思いきって言った
らどうなるの？』というお話をもとに，自分の心
を見つめて，友だちと仲よくすることについて考
えたね。じゃあ，今みんなは，友だちってどんな
人だって思っているの？」と，前時を通して学ん
だ友だち観について問うた。その上で，「今日は，
友だちについて考えてみよう」と展開に入った。
授業後には，「友だちとは，自分の気持ちを分
かってくれる人や気持ちを正直に伝えられる人」
といった友だち観や，「自分もそんな人でいたい」

といった考えが見られた。
そして，これらの学びを「ないた赤おに」を使
った授業の導入へとつないだ。この教材も友だち
関係について考えるものである。しかし，「こう
はありたくない」と子どもには悪いモデルにして
ほしいという違いがある。
そこで，導入で前時の学びについて出し合い，
その後に，「今日も，友だちってどんな人なのか
を考えよう」と投げかけた。
子どもは，前時で獲得した「自分の気持ちを分
かってくれる人」や「気持ちを正直に伝える人」
といった考えをもとに話し合った。その中で，「赤
おには自分のことばっかりで，青おにの気持ちを
分かっていない」や「青おにも自分の本当の気持
ちを伝えていない」といった問題点を明らかにし
ていった。そして，「人のことを精一杯考えよう」
「自分の事だけを考えていたらだめだな」といっ
た，判断力に関わる意見をもつに至った。

３．終わりに
本稿では，道徳の教科化に向けて我々に求めら
れていることが「ねらい」の明確化であることと，
そのために，導入を改善する重要性について述べ
た。また，具体的な事例として，①教材のもつテ
ーマに関連付ける導入と②前時の学びを本時の導
入に生かす単元学習の２つを，実践をふまえ提案
した。
道徳が教科化されても，子どもの道徳性を育て
ることや自己の生き方を見つめさせるという目標
は変わらない。「これまでの道徳に一体何が欠け
ていたのか？」という問いを自らに課し，問題意
識をもつことを，今，我々は求められているので
はないだろうか。
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１．はじめに
今回の改正では，これまでとは違う「考える道
徳」や「議論する道徳」への転換を迫られている。
教科化に向けて注目されている問題解決的な学習
やアクティブ・ラーニング，また，これまで多く
の先生方が大切にしてきた登場人物の心情理解に
重きを置く授業展開など，授業のスタイルには
様々ある。しかし，その全てにおいて大切にした
いのは，それにより子どもが何を学ぶのかという
「ねらい」である。
「ねらい」は，我々にとって授業の展開を考え
ていくためのもととなる。と同時に，学びの主体
である子どもにとっては，自己を見つめ，よりよ
く生きていくためにはどうすればよいのか，何が
大切なのかといったことを考え，議論していくた
めの道しるべになる。
今回の教科化への経緯の中，「読む道徳」と揶
揄された登場人物の心情理解に重きを置く授業の
多くに欠けていたのは，この点であると考えてい
る。道徳的心情を育てるために，人物の気持ちを
考えるのは大切なことである。しかし，この“考
える”と「考える道徳」でいう“考える”の間に
は大きな違いがある。それは「何を」考えるかと
いう事である。子どもが自分を見つめ，自己の生
き方を考えることが道徳で考えさせなければいけ
ないことである。人物の気持ちを考えるのは，そ
のための通過点にすぎない。実際，私も「今日は，
登場人物の気持ちを深く考えた，いい授業だった」
といった大人の声がある一方，子どもは何を学ん
だのかがはっきりしない授業を多く見てきた。
しかし，このことは，「考える道徳」「議論する
道徳」の例として挙げられる問題解決的な学習や
アクティブ・ラーニングについても同じである。

これらもまた，子どもが自己の生き方を見つめ
るための手段の一つである。にもかかわらず，授
業にこれをとり入れること自体が目標になり，道
徳的な学びのない授業が多い。先日の日本道徳教
育学会においても，このような現状が報告された。
では，どういった改善が必要なのだろうか？
それは，導入の改善である。他の教科においては，
導入で本時のねらいや学習内容を提示することは
当たり前のことである。しかし道徳では，これま
であまり意識されてこなかった。中には，「導入
なんて必要ない」といった考えまで見受けられた。
指導者の頭にはその授業のねらいがあるだろう。
しかし，子どもはそうはいかない。明示されなけ
れば，授業のねらいは分からない。そのため，た
だ教材を読み，登場人物の気持ちを考え，話し合
うだけになってしまう。「自分の生き方を考える」
といった，本来のねらいがあるにもかかわらず，
そこに向かうための手段が授業の終着点になって
しまっているのである。
そこで私は，子どもが道徳的価値を理解し，道
徳性を育み，そして，自己の生き方を見つめるこ
とができる授業をめざし，子どもの中に「問い」
を生み出す導入の可能性を探ろうと試みた。

２．子どもの中に「問い」を生み出す導入
①教材のもつテーマに関連付ける導入
〜３年「思いきって言ったらどうなるの？」

（光文書院）を例に〜

本教材は，主人公のともこが，仲のいいあやに
「日曜日にフェスティバルに行こう」と誘われる。
その際に，「でも，さとみだけは誘っちゃだめ」
と言われる。その後，さとみから，「私も行って
いいかな？」と言われ，どうしようか悩む話である。

子どもの中に「問い」を生み出す導入

和歌山市立松江小学校 教諭 谷口 雄一
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T：やさしくされるといいことばっかりですね。
じゃあみんなも，いつも人にやさしくしてい
ますか？

C：いや，いっつもってわけじゃないかなあ。
C：やさしくしていないときもあるかも……。
親切のよさと同時に，ちょっとしたいじわるや
いさかいもあることを思い起こして，新たな親切
のよさについて気づきやすくした。

資料を読んで，「なぜおおかみはかわったのか」
について考えた。終わりには，「しんせつにされ
ると…」に続く言葉が，
C：やさしくなれる。
C：じぶんもやりたくなる。
C：みんながうれしくなる。
C：しんせつにすると，またやさしくしようとする。
など，「やさしくされると，『やさしくするって
いいなあ，じぶんもやさしくしたいなあ』と思う。
そうしてやさしさがつながっていく」という親切
の価値が広がったことがうかがえる。

「はしのうえのおおかみ」　板書

同じ「思いやり・親切」の授業でも，６年生の
場合（「温かい言葉」）は，「親切にすると…」と
いう導入で，
C：自分に親切が返ってくる。
C：親切を続けようと思う。
C：された人も親切にしようとする。
といった価値のとらえが出てくる。そこで問い返
しは，
T：いいことばかりですが，親切にすると本当に
いいことばかりですか？

C：しすぎると，いやな感じがしたり親切じゃな
くなるときがある。

C：いいと思ってしても，悪くとられてしまうこ
ともある。

T：親切が親切じゃなくなるってことかな？では，
本当の親切ってどういうものなのでしょう。

その後の展開で，「相手の気持ちを大切にする
ことが本当の親切」という新たな親切のとらえが
生まれたように感じた。

児童のノート

上の二つは，そのときの児童のノートである。
同じ授業をしても一人ひとりの感じ方，考え方の
違いがノートに表れていると思う。個の価値のと
らえから始まり，授業によって広がったり深まっ
たりした価値や自己への思いを表現させることで
学びを確かなものにしていくことができる。

４．終わりに
道徳の教科化は，問題点や難しい面もたくさん
あると思うが，授業を変えるよいきっかけになれ
ば…と感じている。８年前，筑波大学附属小学校
の体育館で出会い，７年かけて少しずつ自分の中
で形を作り始めた「考える道徳・語り合う道徳・
生きる喜びを感じる道徳」をこれからも自信をも
って実践できるように，日本道徳基礎教育学会倉
敷支部の仲間たちと，そして現在の大高小学校の
同僚たちと研究を深めていきたいと思う。
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１．はじめに
道徳の教科化に伴い，道徳時間のねらいを明確
にしていくことが今まで以上に大切になってくる。
国語科や学級活動とは違う，「道徳的価値の自覚
及び自己の生き方についての考えを深める」道徳
授業のあり方を考えていきたい。

２．導入で道徳的価値に向かう主体性を
〜経験想起から，道徳的価値に向かう導入へ〜

導入では，一般的に「〜したことはありません
か」「そのとき，どういう気持ちでしたか」と問
うことが多い。しかし，
①そういう経験がない。思い出せない。
→自分には関係のない話だと感じる。
②経験はあるが，「そのとき」とは，行動を起こ
すときか，起こした後なのか。また，気持ちを
思い出して言葉で表現することが難しい。
→�経験していないといけない，気持ちをうまく
言葉にしなければいけないと感じる。

③ここでは発言できなくても……。
→�発問のような経験をした人の気持ちを考えれ
ばよいのだと先読みをする。

などの問題点がある。当然，経験想起の導入から
は，「〜したときの○○の気持ちはどうだったで
しょう」と中心発問につながっていくのであるが，
国語科のように叙述から読み取るわけでもなく，
臨場感もない場面の気持ちを考えるので，必然的
に深い心情にはなりにくいのである。
では，道徳的価値に向かう導入とは，どういっ
たものか。筑波大学附属小学校の加藤宣行先生か
ら授業を見せていただいたり教えていただいたり
して，実践してきたものを紹介する。
①道徳的価値について直接的にたずねる。
・「友達」とはどういう人でしょう。
・「命は…」に続く言葉を考えてください。
・「よい学校」とはどんな学校でしょう。
②道徳的価値が生むものをたずねる。
・「親切にすると…」に続く言葉は何でしょう。
・「働くと…」に続く言葉は何でしょう。

③道徳的価値に関連したことをたずねる。
・「〜をがんばる」の〜に入るものは何でしょう。
・「○○の先生」の○○に入るのは何でしょう。
・「ありがとう」を言いたい人はだれですか。
・今，どんな気持ちであいさつをしましたか。
これらを，それまでの授業の積み上げや児童の
実態，そして何より，本時のねらいから選びとっ
ていくことが大切である。
また，学習指導要領解説に「道徳的価値の自覚
及び自己の生き方についての考えを深めることが
主体的になされるように工夫していく必要があ
る」とあるように，導入にこそ，児童を主体的た
らしめる工夫が必要であろう。つまり，新宮弘識
先生の著書『道徳授業ハンドブック２』（光文書院・
2014）の展開の要点「２．導入」に書かれている
ように，学びの必然性（資料を読む必要感）をも
たせる導入でなければならない。そのために必要
なのが，問い返しによるゆさぶりである。
・命はもらえますか？
・友達といるといいことばかりでしょうか？
・働くと大変なことはないのでしょうか？
・��「ありがとう」と言いたい人は，身の回りのよ
く一緒にいる人たちなのですね。
など，ねらいにそった問題意識をもつことができ
るような問い返しをすることで，児童は「どうな
んだろう。考えてみたいな」と資料を読む必然性
や考える構えをつくることができる。

３．授業の実際（導入を中心に）
〜１年「はしのうえのおおかみ」〜

黒板に「やさしくされると…」と書く。
T：まわりの人にやさしくされるとどうですか？
C：いいきもちになる。
C：うれしい。
C：ありがとうという。
C：こころがあったかくなる。
１年生では，だれかが発言すると「ああ，そう
いうことか」と，挙手する児童がどんどん増える
傾向にある。

道徳の教科化に伴う授業を考える
〜導入を中心に〜

岡山県倉敷市立大高小学校 教諭 原 英子
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１ ．「落とし穴」をふまえて授業を構成する
今回はこれまでの課題をもとに，道徳の授業構

成のしかたについて，ポイントを明確にしたい。

２ ．‌‌授業構成の「あたりまえだけど大切なこと」
とは……

①「ねらい」を明確にする。
ねらいをふまえて，発問，話し合い等の授業構

成を検討するのであるから，道徳授業に限らず，
各教科の授業においても「あたりまえだけど大切
なこと」である。よって，学習指導要領の内容項
目をなぞるのではなく，「１時間の授業で達成す
るねらい」を明確にして設定する。
②「資料（教材）分析」をする。

使用する資料（教材）は，どのような構成にな
っているのか，どこで考えさせるのか，押さえて
おくべき点はどこか等を検討する。

また，子どもの視点に立って考えるためにも，
「声に出して３回読む」ことをお勧めする。声に
出して繰り返し読むことで，その内容やポイント
がより明確になる。
③「中心発問」を明確にする。

中心発問は「開かれた発問」がよい。「主人公は，
なぜ〜したのだろう」「どうして主人公は〜と考
えたのだろう」等のように理由を問うものがよい。
「Ａですか？ Ｂですか？」のように「二者択一

型」の閉じられた問いもあるが，その際には「選
択した理由」をあわせて聞くことがポイントとな
る。この理由こそが道徳において最も大切な点で
あり，ねらいと深く関連するものである。

また，理由を聞くように意識すると「なぜそう

思ったの？」「もう少し詳しく教えて」等の問い
返しができるようになる。
④「話し合い」をどうするか。

授業で挙手が多い場合，教師は１人を指名し，
発表させる。それが終わると別の子に発表させる。
３〜４人に聞いて，教師が板書をする。実は，板
書の間に「子ども同士のかかわりがない授業」は
珍しくない。教師と子どもはかかわっているが，
子ども同士で関連した発言がないのである。同様
に，「グループで話し合いましょう」と教師が言
った後，それぞれがワークシートに書いたことを
発表し合って終わりという授業もあった。

これらは「話し合い」とは言えない。理由を聞
いたり，類似点や相違点を確認したり，意見を聞
きながら考えたことを発言したりすることが大切
なのだ。自分と友達の意見を相互に関連させなが
ら高め合うところに「話し合い」のよさがある。
⑤「終末」をどうするか。

若い教師から「終末をどうしたらよいか」と質
問されることがよくある。「教師の説話」をどう
するか悩むという。当然のことだが，学習のまと
め，ふり返りは子どもの言葉でまとめることもあ
るし，余韻を残して終わることもあろう。導入時
の考えと比較して終わることもある。「教師の説
話」は終末の手段の一つである。
⑥「板書」の構成を考える。

板書は何のためにあるのか。板書は，子どもた
ちが授業の中で資料（教材）を通して考え，学ん
だ貴重な足跡・記録である。この資料（教材）を
活用して考えさせたいことを，どのようにしたら
板書でわかりやすく伝えられるかを考えるべきで
ある。板書は授業構成と深く関わっている。

３ ．おわりに
道徳授業改善の視点が，これまで連載してきた

「道徳授業の『落とし穴』」である。「あたりまえ
だけど大切なこと」を意識することで授業が充実
する。授業が変われば子どもも変わる。

①「ねらい」を明確にする。
②「資料（教材）分析」をする。
③「中心発問」を明確にする。
④「話し合い」をどうするか。
⑤「終末」をどうするか。
⑥「板書」の構成を考える。
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道徳授業の「落とし穴」⑥
〜道徳授業の「あたりまえだけど大切なこと」〜

千葉大学教育学部教授 土田 雄一
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１ ．資料「助け合い傘」（光文書院・5年）について
大阪府堺市の南海高野線・萩原天神駅を出たと
ころにある「助け合い傘」は，40年以上，楠井順子
さんの善意で続いている。傘を借りた男性とその
子どもとの会話や行動を通し，楠井さんの行為と
それに感謝しながらつなげてきた地域の「互いに
支え合う思い」に気づくことができる資料である。

２ ．授業のねらい
内容項目２－（５）尊敬・感謝に照らして，「み
んなのために活動している人たちの心は，どんな
心だろう？」という子どもたちが設定したテーマ
をもとに「自分は多くの人に支えられて生きてい
ることが分かり，それに感謝し，応えようとする。」
というねらいを設定した。

３ ．「デジタル道徳」を活用した授業の実際
（１）動画について
「デジタル道徳」の中の「助け合い傘」の動画
には，楠井さんのインタビューが収められている。
楠井さんの「助け合い傘」に対する思いや，楠井
さんからのメッセージによって，この資料のテー
マについて深めることができる。
（２）視聴のタイミングと効果
子どもたちは，テーマについて資料を通じて考
えていく中で，以下のことを学習した。

学習したことをまとめた上で，動画を視聴した。
「みなさんも誰かを支えたり，助けたりすること
ができるかもしれません」という楠井さんのメッ
セージで，改めて本時で学んだことと自分を重ね
て考えることができた子どもも多かった。自分の
身近なところでこのような心を使った活動をした

いという意見が，子どもたちから自発的に出てきた。
資料で楠井さんの「助け合い傘」に対する思い
を学び，さらに，動画で別の視点から問いかけた
り，メッセージを送ったりすることで，子どもた
ちは価値観を深め，思考を磨くことができた。
実話教材では，主人公の考えや行為の意味を子
どもたちに伝える面でも，迫真性のある動画教材
を扱うことは効果があると考えられる。
＜実際の人物の思いと子どもの学びを結ぶ＞
本学級では，宿題として，授業で学んだことを
自分の生活と重ね，改めてノートに書いてふり返
る学習をしている。その中で以下のような記述が
あった。

後日，実践した指導案をインターネットに公開
したところ，楠井さんに伝えてくださった方がお
り，楠井さんから感謝のお手紙を頂いた。その手
紙を子どもたちに紹介したところ，子どもたちは
「やっぱり感謝の心は本当に伝染していくんだね」
と，自信たっぷりの笑顔で話していた。楠井さん
の思いと自分たちが道徳で学んだことが結びつき，
子どもたちの価値観が深まった瞬間だった。

「楠井さんの思いと児童の学びをつなぐ」
─5年「助け合い傘」の実践を通して─

埼玉県和光市立広沢小学校 古見 豪基
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「デジタル道徳」を活用した授業

・自分と地域の人々をつなぐ「もと」になる心が
感謝だと分かった。
・感謝の心は人の心に伝染していく。
・町全体がまとまり，助け合う心が広がっていく。

今日僕が学んだことは，楠井さんのような「感
謝の心」をもつことが地域をよくすることにつ
ながるということです。それには，地域の人の
理解や協力も必要です。僕にもできることはな
いかを考えました。まず地域の人とあいさつを
することやごみ拾いなどをして，みんなと楽し
みながらできるといいと思いました。

＜実際の板書＞
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○「わたし」は，広い心で両方のよさを認めてい
るのですね。
・そうそう，「イチゴ大福」！
○え？「イチゴ大福」？
・わかった。④と⑥を合わせればいいんだ。
○なるほど，「わたし」や「清水さんたち」が作
ろうと話し合ったのが“イチゴ新聞”で，「黒
羽さん」が作りたいと言い出したのが“大福新
聞”なんだね。

イチゴ大福新聞

清水さんたち
わたし
イチゴ新聞

大福新聞
黒羽さん

この発言を聞いたとき，私自身も思わず「なる
ほど！」と納得してしまった。このように子ども
たちの具体を通した言葉は，授業の思考を飛躍的
に深めたり，広げたり，促進させたりする力をも
つ。当然のことながら，そのような言葉は子ども
たち同士に響きやすい。時には大人が頭で考える
どんな立派な言葉よりも説得力がある。

よりよいものを作るため（よりよい共同社
会を構築するため）に大切なことは何だろう。
今日の学習から考えてみよう。

・お互いの意見を主張し合って，言い争うのでは
ない。
・お互いの意見を分かり合って，自分の意見を譲
ることでもない。
・お互いの意見を認めた上で，自分の考えも加え
てよりよくしていく。
・④と⑥を合体させればいいんだ！
○なるほど，「イチゴ」のよさも「大福」のよさ
も入れながら，両方のよさが生きるようなもの
を作るということですね。

・お互いのことを認め合う。

相手の気持ちを分かり合い，意見を認め合
える心を「寛容」と言います。

○そのような，「寛容」な心で何かをすると，ど
んなよいことがあるでしょう。
・お互いのよいところを認め合い，伸ばし合いな
がら，もっとよいものを作ることができる。
○今日のみなさんも，友達の意見を取り入れなが
ら，ますますよい考えを導き出していましたね。

３ ．考察

何といっても「イチゴ大福」という表現は圧巻
だった。このような発言を引き出すことができた
要因のひとつは，板書の工夫だと考えている。上
の写真のように，板書には図解して比較させる要
素を幾つも取り入れた。このような図解をするこ
とによって，構造がひと目で分かり，子どもたち
の理解を促進させていることは確かである。

４ ．まとめ
子どもたちの言葉を生かすというのは，子ども
の発言をそのまま使うということではない。発言
の意図を汲み，必要に応じて補足したり問い返し
をしたりするので，簡単そうに見えて実は難しい。
予定していたとおりにはいかないので，不安に思
われるかもしれないが，だからこそ面白いのであ
る。少しばかりの勇気と，周到な価値分析があれ
ば，その醍醐味を味わうことができる。ぜひチャ
レンジしていただきたい。
道徳の教科化に伴い，最近よく話題になるのが

「問題解決的な学習」という言葉である。「問題」
とは何か。今後，さまざまな議論・実践がなされ
ていくことだろう。今回紹介した授業も，ある意
味，問題解決的な授業として位置づけてもよいの
ではないかと思っている。
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１ ．教材について
『学級新聞作り』（光文書院５年）は「謙虚・広
い心」の資料である。
学級新聞を作る際，黒羽さんが事前の約束と違
う記事作りを始める。清水さんは事前に決めたと
おりにすることを主張する。黒羽さんの考えを認
めるか，決めたとおりにするか，責任者の「わた
し」は判断に困ってしまう。

２ ．展開
●一般的な問題を考える

人と人がうまくやっていくために，必要な
ことは何でしょう。

①お互いのことを認め合う
「ごめん」「こっちこそ」
②賄賂を使う
「これでどうにか……」
③笑顔で勝負
「いやあ，どうも（笑）」
④相手の意見を分かり合う
「なるほど，そういうことね」
⑤ゆずる
「どうぞどうぞ」
⑥二人の考えを合わせる
「合体！」
●資料を読んで，具体的な問題として考える

「わたしたち」と「黒羽さん」，正しいのは
どちらでしょうか。

・それは「わたしたち」でしょう。
・だって，みんなで話し合ってそうしようと決め
たことなんだから。
・「黒羽さん」は途中まで，“それでいい，賛成”
と思っていたけれど，もっと面白い新聞を作り

たいと思っていたら，別の案を思いついた。

みなさんが考えた方法でうまくいくでしょ
うか。

・①だと，「そうだね，それもいいね」「こっちこ
そ，わがまま言ってごめん」となって，結果が
出ないかなあ……。
・②はあり得ないでしょう。「もっとちょうだい」
とエスカレートしてしまうかも。
・③は，本心では納得していないのだから「作り
笑顔」になってしまうかも……。
・④も①と同じで，どっちつかずになってしまう
かな。
・⑤は，最初の約束の意味がなくなってしまうし，
自分の考えが生かされない。
・⑥は，意味もなく合わせるだけでは，ただの多
数決みたい。
・う〜ん，どうしたらいいのかなあ。

「わたし」と「清水さん」の違いは何でしょ
う。

・「清水さん」は，決めたことなんだからもう変
えられないと思っている。
・「わたし」は，決めたことは守らなければいけ
ないけれど，「黒羽さん」の考えにも一理ある
と思っている。

清水さん 黒羽さん

わたし

子どもの言葉を生かして授業をする
「謙虚・広い心」をいかに授業するか

筑波大学附属小学校 加藤 宣行
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